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項 目 要  約 

１．研究の概要 超臨界圧力条件下及び亜臨界圧力条件下における放射線誘起表

面活性（RISA）による金属材料の電気化学的特性、表面特性及び濡

れ性向上を定量的に評価し、超臨界圧軽水冷却炉の基本的設計指針

に反映することを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）超臨界圧条件下におけるRISA材料の電気化学特性に関する

研究

２）超臨界圧条件下におけるRISA材料の表面特性に関する研究

３）亜臨界圧力条件下におけるRISA材料の濡れ性に関する研究

２．総合評価 
Ａ

・超臨界圧軽水冷却炉の基礎基盤として、亜臨界圧・温度範囲での

放射線誘起表面活性（RISA）効果に関する基礎データを詳細に取

得し、濡れ性や腐食電位に及ぼす効果の発現要因を明らかにした

ことは評価できる。

・亜臨界圧・温度範囲でのRISA効果に関するデータに基づき、超臨

界圧条件下でのRISA効果の発現性を予測し得るようにしたこと

は評価できる。

・次のステップとして、超臨界条件での測定と、設計への反映をし

っかりと行って欲しい。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


